
今月号の内容

Ｐ２～３	 新年のご挨拶

Ｐ４～５	 長寿者慶祝金、功労者表彰ほか

Ｐ６～７	 島牧村文化祭、ふるさと演芸会

Ｐ８～９	 除雪にご協力ください、成人式

　　　　　のご案内ほか

Ｐ 10～11	むらづくり懇談会、健康通信

　　　　　小中学校・保育所発表会

Ｐ 12～13 村からのお知らせ、年金の窓口

Ｐ 14	 わが家のお殿様ほか

交通安全はみんなの願い
死亡交通事故

０の日
平成 25年

11月 30日現在 3394 日達成

ぺったん　ぺったん　　　　　　　　　　　　　
　　　　　おいしいお餅にな～れ！　　　　　　　
　　　　12/4　保育所お餅つきの様子
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

 

村
民
の
皆
様
と
ご
一
緒
に
、
輝
か
し
い

平
成
二
十
六
年
の
新
春
を
お
迎
え
で
き
ま

し
た
事
、
心
よ
り
、
お
祝
い
と
お
慶
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。

 

本
年
も
村
民
皆
様
と
と
も
に
、
常
に
初

心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、「
小
さ
く
て
も

き
ら
り
と
輝
る
村
づ
く
り
」
を
め
ざ
し
、

邁
進
し
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

 

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
日

本
を
象
徴
す
る
富
士
山
が
世
界
文
化
遺
産

に
登
録
さ
れ
、
さ
ら
に
は
２
０
２
０
年
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大

会
の
東
京
開
催
が
決
定
さ
れ
る
な
ど
の
明

る
い
ニ
ュ
ー
ス
に
国
民
の
誰
も
が
、
日
本

人
と
し
て
の
誇
り
と
喜
び
と
「
お
も
て
な

し
」
の
心
を
享
受
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

し
た
。

 

し
か
し
な
が
ら
、
北
海
道
に
あ
っ
て
は

旅
客
運
輸
網
の
根
幹
を
な
す
Ｊ
Ｒ
北
海
道

に
お
い
て
各
般
に
わ
た
っ
て
の
問
題
等
が

発
覚
す
る
、
由
々
し
き
事
態
が
生
じ
た
年

で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
国
政
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
7

月
に
行
わ
れ
た
参
議
院
選
挙
で
は
、
政
権

与
党
が
最
多
と
な
る
65
議
席
を
獲
得
し
、

衆
参
両
院
の
ね
じ
れ
状
態
が
解
消
さ
れ
国

政
の
流
れ
が
大
き
く
変
わ
っ
た
年
で
あ
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
代
表
さ
れ
る

経
済
政
策
が
、
都
市
部
に
お
い
て
は
一
部

景
況
感
を
見
せ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
地

方
に
は
未
だ
そ
の
兆
し
は
無
く
、
地
方
自

治
体
を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然
と
し
て
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
今
後
も
現
政
権

の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
産
業
の
振
興
は

も
と
よ
り
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
充
実

が
図
ら
れ
る
よ
う
、
村
議
会
並
び
に
村
民

の
皆
様
の
ご
理
解
の
も
と
村
づ
く
り
の
た

め
諸
課
題
に
取
り
組
ん
で
参
る
所
存
で
あ

り
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
れ
ま
で
も
、
村
づ
く
り
の
政

策
理
念
で
あ
る
「
豊
か
な
自
然
と
人
の
温

も
り
を
育
む
村
」
づ
く
り
を
目
指
し
、
各

種
事
業
を
着
実
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　

施
策
面
で
は
、
自
然
と
共
生
し
豊
か
な

海
を
守
る
村
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い
合
併

処
理
浄
化
槽
整
備
の
継
続
実
施
、
密
漁
や

海
岸
へ
の
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
防
止
対
策
の

た
め
の
監
視
カ
メ
ラ
の
整
備
、
消
防
機
能

向
上
の
た
め
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車

の
配
備
な
ど
の
諸
施
策
な
ど
の
ほ
か
、
懸

案
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
厚
瀬
地
区
の
簡

易
水
道
施
設
の
布
設
替
を
行
な
う
な
ど
生

活
環
境
整
備
対
策
を
実
施
い
た
し
ま
し

た
。

　

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
面
で
は
、
医
療
機
器

の
整
備
や
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接

種
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
な
ど
各

種
予
防
接
種
へ
の
助
成
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

バ
ス
の
更
新
、
福
祉
灯
油
券
の
配
布
、
光

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
高
齢
者
見
守

り
支
援
や
健
康
づ
く
り
支
援
の
促
進
継
続

な
ど
、
き
め
細
や
か
な
福
祉
対
策
を
行
っ

て
参
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
村
は
、
恵
み
豊
か
な
自
然
に

囲
ま
れ
た
地
域
で
あ
り
、
そ
の
豊
か
な
資

源
を
背
景
に
、
基
幹
産
業
で
あ
り
ま
す
漁

業
・
農
業
が
盛
ん
で
あ
り
、
商
工
業
な
ど

多
様
な
業
種
と
の
連
携
に
よ
る
新
た
な
産

業
起
こ
し
な
ど
、
限
り
な
い
可
能
性
を
秘

め
た
地
域
で
あ
り
ま
す
。
村
民
皆
様
と
の

協
働
に
よ
り
、
村
の
明
日
を
託
す
人
材
を

育
て
、
こ
の
限
り
な
い
可
能
性
を
秘
め
た

「
ふ
る
さ
と
島
牧
」
の
地
を
育
ん
で
参
り

ま
す
と
と
も
に
、
安
全
・
安
心
の
村
づ
く

り
を
更
に
進
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
村
民
皆
様
に
と
っ
て

健
康
で
幸
多
き
飛
躍
の
年
と
な
り
ま
す
よ

う
、
益
々
の
ご
発
展
を
ご
祈
念
申
し
上
げ

年
頭
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

島 牧 村 長

藤 澤 　 克
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

輝
か
し
い
平
成
二
十
六
年
の
新
春
を
、

村
民
の
皆
様
と
共
に
お
迎
え
で
き
ま
す
こ

と
を
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
平
素
か
ら
議
会
に
対
し
特
段
の
ご
理

解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
東
日
本
大

震
災
と
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
か

ら
２
年
余
り
が
経
過
し
、
未
だ
多
く
の

方
々
が
不
安
の
な
か
避
難
生
活
を
送
っ
て

お
り
ま
す
が
、
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
あ
ま

ち
ゃ
ん
」
の
ヒ
ッ
ト
や
、
東
北
楽
天
の
プ

ロ
野
球
日
本
一
な
ど
東
北
地
方
の
方
々
へ

勇
気
を
与
え
る
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

更
に
、
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
及
び
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
、
２
０
２
０
年
に
東
京
で
開

催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
も
明
る
い

話
題
の
一
つ
で
し
た
。

　

一
方
、
政
治
に
目
を
向
け
る
と
、
７
月

の
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
後
は
、
ね
じ
れ

国
会
に
よ
る
審
議
の
停
滞
な
ど
も
解
消

し
、
安
定
し
た
政
権
運
営
で
向
上
し
た
国

民
生
活
が
送
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効

果
と
し
て
は
、
国
レ
ベ
ル
で
は
効
果
が
現

れ
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
本
村
の
よ
う
な

過
疎
の
村
で
は
現
れ
に
く
く
、
効
果
も
遅

い
中
で
、
本
年
４
月
か
ら
は
消
費
税
３
％

上
乗
せ
も
決
ま
り
、
負
担
感
が
重
く
な
る

年
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
は
「
こ
れ
ま
で
に
経
験
の

な
い
大
雨
」、「
記
録
的
短
時
間
大
雨
情
報
」

な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
が
何
度
も
流
れ
、
こ
れ

ら
集
中
豪
雨
に
よ
る
災
害
が
各
地
で
頻
発

し
て
い
る
こ
と
、
更
に
台
風
の
発
生
数
が

多
か
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
本
村
に
お
い

て
も
、
自
然
災
害
か
ら
お
年
寄
り
、
子
供

な
ど
の
災
害
弱
者
を
守
る
た
め
、
災
害
に

強
い
村
づ
く
り
を
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
強
く
思
う
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

さ
て
、
本
村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
漁
業

は
、
サ
ケ
漁
が
前
年
の
不
漁
か
ら
更
に
量
・

金
額
と
も
半
減
し
た
こ
と
で
大
変
苦
し
い

経
営
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
う
に

漁
な
ど
も
漁
獲
金
額
が
落
ち
込
む
中
、
な

ま
こ
漁
が
前
年
と
同
量
な
が
ら
値
段
が
高

か
っ
た
こ
と
は
浜
を
支
え
て
く
れ
ま
し

た
。

　

一
方
の
農
業
は
、
水
稲
の
作
柄
は
昨
年

と
同
様
に
豊
穣
で
し
た
が
、
観
光
関
連
は

観
光
客
の
入
込
み
が
減
っ
た
ま
ま
で
、
旅

館
業
を
始
め
と
し
苦
し
い
経
営
を
余
儀
な

く
さ
れ
ま
し
た
。

　

以
上
の
本
村
の
現
状
を
考
え
る
時
、
危

機
感
を
覚
え
一
刻
の
猶
予
も
な
ら
な
い

と
、
議
員
一
同
、
一
丸
と
な
り
島
牧
村
の

発
展
を
目
指
し
、
村
民
皆
様
が
心
か
ら
誇

れ
る
村
づ
く
り
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
９
月
の
村
議
会
議
員
選
挙
で
新
た

な
体
制
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
と
も
議

会
活
動
に
ご
理
解
、
ご
支
援
を
お
願
い
し
、

皆
様
に
と
り
ま
し
て
健
康
で
幸
多
い
年

で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上

げ
、
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

議 会 議 長

長 尾 文 裕







文
化
の
秋
を
満
喫

　
島
牧
村
文
化
祭

　
ふ
る
さ
と
演
芸
会
　

　

10
月
26
日
、
27
日
の
二
日
間
に
わ

た
り
、
永
豊
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
で
、

「
第
45
回
島
牧
村
文
化
祭
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
絵
画
や
置

物
、
写
真
な
ど
約
４
５
０
点
も
の
作

品
が
展
示
さ
れ
、村
民
の
真
心
こ
も
っ

た
作
品
に
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、11
月
9
日
に
は
、中
学
校
で
、

「
第
12
回
ふ
る
さ
と
演
芸
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
小
・
中
学
校
、保
育
所
、

中
田
ピ
ア
ノ
教
室
、
成
田
千
歳
さ
ん

に
よ
る
演
芸
発
表
が
約
2
時
間
に
わ

た
っ
て
披
露
さ
れ
、
会
場
は
大
き
な

拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

中
学
生
に
よ
る
縄
文
太
鼓
の
演
奏

で
は
、
実
際
に
演
奏
で
使
用
す
る
太

鼓
を
生
徒
自
身
で
製
作
し
、
こ
の
日

の
た
め
に
長
い
時
間
を
か
け
て
準
備

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
の
太

鼓
に
は
賀
老
の
山
の
土
が
一
部
使
用

さ
れ
て
お
り
、
観
客
は
心
地
よ
い
島

牧
の
音
色
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

▲小学生による合唱

第 45 回　
　　文化祭

▲写真愛好家による作品

▲松山賢治さんによる作品
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▲保育園児によるお遊戯

    　 第 12 回
ふるさと演芸会

▲中学生による縄文太鼓の演奏

▲中田ピアノ教室による演奏

▲成田千歳さんによる声楽

▼今年度最後となった軽トラ市も開催

▲作品を眺める村民

　文化祭続き・・・
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・
路
上
駐
車
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

除
雪
作
業
で
一
番
困
る
の
が
路
上
駐
車
で
す
。
狭
い
道
路
な

ど
で
は
交
通
事
故
の
原
因
に
も
な
り
、
非
常
に
危
険
で
す
。

ま
た
、
作
業
が
遅
れ
て
結
果
的
に
み
な
さ
ん
に
迷
惑
が
か
か
り

ま
す
。

　
●
除
排
雪
作
業
は
十
分
注
意
し
て
行
っ
て
い
ま
す
が
、
除
雪
車　
　
　

　

に
出
会
っ
た
と
き
は
安
全
な
距
離
を
保
ち
、
絶
対
に
近
寄
ら　

　

な
い
で
く
だ
さ
い
。
特
に
、
子
ど
も
を
近
づ
け
な
い
よ
う
に

　

し
ま
し
ょ
う
。

●
低
い
塀
や
樹
木
な
ど
は
雪
に
埋
も
れ
て
見
え
ま
せ
ん
の
で
、

　

赤
布
な
ど
目
立
つ
印
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
●
除
雪
後
に
残
る
玄
関
先
の
雪
は
、
再
び
車
道
に
出
さ
な
い
で

　

く
だ
さ
い
。
交
通
障
害
と
な
り
ま
す
の
で
各
自
で
処
理
し
て

　

く
だ
さ
い
。

●
「
島
牧
美
利
河
線
」
島
牧
村
字
泊
４
５
１
‐
1
ゲ
ー
ト
か
ら

　

島
牧
村
字
泊
国
有
林
３
２
３
０
林
班
は
冬
季
期
間
通
行
止
め

　

と
な
り
ま
す
。

除排雪作業に

　ご協力を 　

　
本格的な降雪の時期です。除排雪作業を

スムーズに行うために、皆さんのご協力を

お願いします。

・
車
道
に
雪
を
出
し
て
は
い
け
ま
せ
ん

  

・
道
道
の
除
雪
、
夜
間
は
し
て
い
ま
せ
ん

１、蛇口を開いて水を出し、元栓を閉めます。

２、蛇口は朝まで開いたままの状態にします。

　（水道管が凍って出ない時は、蛇口から床面まで

雑巾などを巻き熱湯をかけ、15 分位放置しておく

と水が出ます。

　いくら熱湯をかけても水が出ない場合は、蛇口

を無理に回したりせず、施設課水道係へ連絡して

ください。）

　　　  水抜きの仕方

　気温がマイナス４℃以下になると、水道管が凍って

水が出なくなったり、破裂したりする凍結事故が増加

します。

　気象状況に注意し、外出の時や寝る前には水道の水

抜きを忘れずに行いましょう。

　
　

　
　

除雪機の事故防止
　毎年冬になると除雪機による事故が多発してい
ます。除雪機を使う際には、次の点に注意して操
作しましょう。

○雪詰まりを取り除くときは、必ずエンジンを停止

し、回転部（オーガ・ブロア）が完全に停止してか

ら雪かき棒を使って行いましょう

○発進する時は転倒したり、挟まれないように、足

もとや後方の障害物に十分注意しましょう。

○除雪作業中は、除雪機のまわりへ絶対に人を近づ

けないようにし、雪を飛ばす方向に人や車、建物が

ないことを確認しましょう。

　　水道凍結にご注意！！
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　この度、中川實さん（字歌島・大正 14 年 10 月 16

日生）石川勝治さん（字元町・大正 14 年 10 月 29 日生）

が米寿（88 歳）を迎えられ、お祝いとして長寿者慶

祝金が村から送られました。おめでとうございます。

　これからも、健康に留意され、趣味を楽しみなが

ら元気にお過ごしください。

　　　日時　1月１２日　午後１時
　　　場所　ふれあい交流センター「おあしす」
　 成人式を迎えられる対象者は、平成 5 年 4 月 2

日から平成６年 4 月 1 日までの間に生まれた方で

す。（敬称略）

　(歌 島 地 区)　　圓山 愛希子

　(本 目 地 区)　　山 下  将 史 　　高 谷  理 央

　　　　　　　 　津 島  有 花　      稲 船  　 萌

　(港 　 地 区)　　大 森  結 花

　(栄 磯 地 区)　　松 永  直 也　 　長 尾  信 裕

　(豊 浜 地 区)　　浜 野  奈 波　 　金 子  聡 美

　(永 豊 地 区)　　川 岸  　 昌　　 成 田  千 歳

　(泊 　 地 区)　　西 澤  美 冴          新 井 田   茜

　(豊 平 地 区)　　神原 穂乃香　　　

　(江ノ島地区)　　中 山  大 都

　(千 走 地 区)　　渡 辺  悠 香　 　平 川  　 綾

　　　　　　　　中 山  唯 仁　 　渡 辺 　  涼

　(元 町 地 区)　　石 塚  慎 也　 　石 川  瑞 希

                                  東 城  利 乃　 

　成人式のご案内
　10 月 16 日、株式会社 NTT 東日本小樽支店より、

村に車椅子一台を寄贈いただきました。

　総合福祉医療センターの備品として役立ててほ

しいと申し出があり、村ではデイサービスに設置

し利用者さんに活用していただいております。

島牧村長賞
6 年　髙 山  愛 海

島牧村教育委員会委員長賞
3 年　阿 部  美 咲

島牧村教育委員会教育長賞
5 年　三 好  那 恵

島牧村校長会会長賞
2 年　及 川  大 和

金賞
3 年　境     温 那

金賞
6 年　花 田  雄 太

銀賞
2 年　伊 藤  愛 斗

銀賞
5 年　山 下  龍 平

銀賞
1 年　浜 野  寧 々

銅賞　
4 年　庄 司  真 緒

善意に感謝致します

石川　勝治さん中川　實さん
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　　　　　　　　　　干し野菜の活用法
　この冬は干し野菜づくりにチャレンジしてみませんか？
　野菜は、 「干す」 と旨みと栄養が凝縮されるうえ、 調理時間も短く、 日持ちもよいなど利点がたくさんあります。 ストー

ブの近くに干すだけで簡単につくれますので、 ぜひお試しください。

　●作り方
　野菜を洗って薄く切り、 水分をふきとって、 ざるなどの上に重ならないように

並べ半日～２日程度干す。 出来上がったら、 密閉できる保存袋などにいれ、

冷蔵庫や冷凍庫で３日～１週間程保存できます。 （写真右 ： 人参としいたけ）
　
　●干し野菜の活用レシピ
　　「炊き込みご飯」
　　材料 （４人分）：米２合、 水３６０ｃｃ、 白だし５５ｃｃ

　　　　　　　　　　　Ａ （干しごぼう　１０ｇ、 干し人参５ｇ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　干ししいたけ７ｇ、 干し舞茸７ｇ）

　　　　　　　　　  小揚げ１枚

　　
　　 作り方 ： ①炊飯器に米 ・ 水 ・ 白だし ・ Ａの干し野菜と小揚げを　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　入れて３０分ほど置く。

　　　　　　　　　　　　②３０分したら炊飯器で炊く。

　
今
年
も
「
む
ら
づ
く
り
懇
談
会
」
が
10
月
10
日
か
ら
11
月
1
日
ま
で
、
村
内
各

地
区
会
毎
に
開
催
さ
れ
、
延
べ
71
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
年
の
懇
談
会
の
大
き
な
目
的
の
一
つ
と
し
て
、
平
成
23
年
3
月
11
日
に
発
生

い
た
し
ま
し
た
「
東
日
本
大
震
災
」
を
教
訓
と
し
て
、
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
お

り
ま
し
た
「
津
波
避
難
計
画
」
策
定
に
向
け
て
の
意
見
聴
取
が
あ
り
ま
し
た
。

　
冒
頭
村
長
か
ら
、
東
日
本
大
震
災
な
ど
の
巨
大
津
波
に
よ
る
被
害
を
少
し
で
も

減
少
す
る
た
め
に
、
本
村
と
し
て
も
減
災
対
策
を
進
め
る
一
方
、
津
波
に
対
す
る

避
難
計
画
等
の
整
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
計
画
策
定
に
当
た
り
皆
さ

ん
の
様
々
な
ご
意
見
を
う
か
が
い
た
い
。」
と
挨
拶
が
あ
り
、
担
当
職
員
か
ら
の

説
明
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
説
明
で
は
、
北
海
道
が
公
表
し
て
い
る
日
本
海
沿
岸
に
お
け
る
想
定
地
震
の
う

ち
、
島
牧
村
に
影
響
の
大
き
い
3
つ
の
地
震
に
よ
り
、
津
波
が
発
生
し
た
場
合
の

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
、
最
大
津
波
高
・
津
波
到
達
時
間
等
に
つ
い
て
各
地

区
毎
に
詳
細
な
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
南
西
沖
で
地
震
が
発
生
し
た

場
合
は
非
常
に
短
時
間
で
本
村
沿
岸
に

津
波
が
到
達
す
る
た
め
、
避
難
準
備
に

必
要
な
時
間
等
を
考
え
る
と
逃
げ
れ
る

範
囲
が
限
ら
れ
て
し
ま
う
た
め
、
普
段

か
ら
の
準
備
・
心
掛
け
の
必
要
性
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
現
在
村
が
指
定
し
て

い
る
一
時
避
難
場
所
の
外
に
も
緊
急
時

に
逃
げ
る
た
め
の
避
難
目
標
地
点
な
ど

も
設
定
す
べ
き
と
、
様
々
な
ご
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
皆
様
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
貴
重
な

ご
意
見
は
、現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
「
津

波
避
難
計
画
」
や
「
津
波
防
災
ま
ち
づ

く
り
」
に
反
映
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

　むらづくり懇談会開催
　　　　    「津波避難計画に向け意見聴取」
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林
業
退
職
金
制
度
に
つ
い
て

　　　

林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

林
退
共
制
度
に
加
入
し
て
い
た

が
、
退
職
金
を
ま
だ
受
け
取
っ
て

い
な
い
方
を
探
し
て
い
ま
す
。

　

以
前
、
林
業
の
仕
事
を
し
て
い

た
が
、
ご
自
身
が
林
退
共
へ
加
入

し
て
い
た
か
分
か
ら
な
い
方
に
つ

い
て
も
お
調
べ
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
罹
災
さ
れ
た
共
済
契
約

者
及
び
被
共
済
者
の
皆
様
に
対

し
、
各
種
手
続
（
共
済
手
帳
の
紛

失
、
退
職
金
の
請
求
等
）
の
必
要

が
生
じ
た
場
合
は
で
き
う
る
限
り

の
範
囲
に
お
い
て
速
や
か
に
対
応

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
最
寄
の
支
部
又
は
本
部
へ
お

問
い
合
わ
せ
、
ご
相
談
下
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

独
立
行
政
法
人
勤
労
者

　
　
　
　
　
　

退
職
金
共
済
機
構

林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

℡
０
３
‐
６
７
３
１
‐
２
８
８
７

 「
北
海
道
苦
情
審
査
委
員
」　　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

制
度
の
お
し
ら
せ

　

知
っ
て
ま
す
か
？
道
の
「
苦
情

審
査
委
員
」
制
度

○
道
が
行
っ
た
業
務
や
制
度
の
内

容
を
審
査
す
る
制
度
が
、「
北
海

道
苦
情
審
査
委
員
」
制
度
で
す
。

○
皆
さ
ん
自
身
の
利
害
に
関
す
る

こ
と
で
、
道
政
に
対
す
る
苦
情
で

あ
れ
ば
、「
苦
情
審
査
委
員
」
に

申
立
て
が
で
き
ま
す
。

○
皆
さ
ん
に
代
わ
っ
て
、「
苦
情

審
査
委
員
」
が
公
正
で
中
立
的
な

立
場
か
ら
、
道
の
関
係
機
関
に
対

し
、
必
要
な
調
査
を
行
い
ま
す
。

○
審
査
の
結
果
、
道
の
業
務
に
不

備
な
点
や
制
度
に
問
題
が
あ
る
と

き
は
、
道
の
機
関
に
是
正
や
改
善

を
求
め
ま
す
。

○
も
ち
ろ
ん
、
個
人
情
報
の
保
護

に
も
十
分
配
慮
し
ま
す
。

　

①
苦
情
申
立
の
窓
口
は
、
道
庁

の
『
道
政
相
談
セ
ン
タ
ー
』
か
各

総
合
振
興
局
（
振
興
局
）
の
『
道

政
相
談
室
』。

　

②
苦
情
申
立
書
の
付
い
た
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

③
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
で
も

「
申
立
書
」
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す

　

④
申
立
て
方
法
は
、「
苦
情
申

立
書
」に
必
要
な
事
項
を
記
入
し
、

提
出
し
て
下
さ
い
。
ま
た
、郵
送
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
も
申
立

て
が
で
き
ま
す
。

　

⑤
問
い
合
せ
先

・
北
海
道
道
総
合
政
策
部　
　
　
　
　

　
　

知
事
室
道
政
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　

〒
０
６
０
‐
８
５
８
８　
　

札
幌
市
中
央
区
北
３
条
西
６
丁
目

℡
０
１
１
‐
２
０
４
‐
５
５
２
３　

内
線
２
１
‐
７
０
６

Fax
０
１
１
‐
２
４
１
‐
８
１
８
１

 

・
各
総
合
振
興
局
（
振
興
局
）
地

域
政
策
部
道
政
相
談
室

し
り
べ
し
弁
護
士

　
相
談
セ
ン
タ
ー
開
設
の
お
知
ら
せ　
　
　
　
　
　
　

　
１
月
８
日
、
15
日
、
22
日
、
29
日

　

毎
週
水
曜
日
、
相
談
無
料
。

▽
事
前
予
約
制
。

▽
予
約
受
付
時
間　

午
前
10
時
～

午
後
4
時

▽
住
所　

岩
内
町
高
台
84
‐
3　

（
佐
藤
精
肉
店
と
な
り
）

℡
０
１
３
５
‐
６
２
‐
８
３
７
３

 

ご
家
庭
に
お
け
る

　
　
　
　
　
節
電
の
お
願
い

　

節
電
を
お
願
い
し
た
い
期
間
・

時
間
帯
・
量

12
月
9
日（
月
）～
３
月
７
日（
金
）

の
平
日
（
※
１
）
16
時
～
21
時
に

お
い
て
、
６
％
以
上
（
※
２
）
の

節
電
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

※
１　

12
月
30
日
（
月
）
～
１
月

30
日
（
金
）
を
除
く

※
２　

２
０
１
０
年
度
の
実
績
と

の
比
較

　

節
電
に
ご
協
力
い
た
だ
い
き
た

い
電
気
製
品
、
照
明
、
冷
蔵
庫
、

テ
レ
ビ
等
を
中
心
に
、
普
段
お
使

い
の
電
気
製
品
に
つ
い
て
節
電
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。ま
た
、

外
出
の
際
に
は
待
機
電
力
等
の
削

減
も
お
願
い
し
ま
す
。

　

ご
家
庭
で
は
冬
の
19
時
に
平
均

で
約
１
，
０
０
０
W
の
電
力
を
消

費
し
て
お
り
、
照
明
、
冷
蔵
庫
、

テ
レ
ビ
で
４
割
以
上
を
占
め
て
い

ま
す
。
外
出
中
の
場
合
で
も
、
冷

蔵
庫
、
温
水
洗
浄
便
座
、
待
機
電

力
等
に
よ
り
平
均
で
約
２
５
０
W

の
電
力
を
消
費
し
て
い
ま
す
。

  

厳
冬
期
の
釣
り
に
伴
う

　
　
　
事
故
の
防
止
に
つ
い
て

　　

厳
冬
期
を
迎
え
、
釣
り
を
行
う

際
に
は
、
海
へ
の
転
落
事
故
や
暖

を
取
る
際
の
一
酸
化
炭
素
中
毒
な

ど
、
生
命
に
関
わ
る
危
険
な
事
故

が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

事
故
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
慎
重
な
行

動
を
心
掛
け
、
安
全
に
釣
り
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。

○ 

安
全
に
楽
し
む
た
め
に

・
目
的
地
、
帰
宅
の
時
間
な
ど
を

あ
ら
か
じ
め
家
族
や
知
人
に
連
絡

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・
目
的
地
の
気
象
状
況
を
事
前
に

確
か
め
ま
し
ょ
う
。

・
釣
り
場
で
は
、
左
右
や
後
ろ
の

人
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
釣
り
場
は
、
海
草
な
ど
で
滑
り

や
す
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
十
分

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
船
釣
り
、
磯
釣
り
の
際
、
救
命

胴
衣
は
常
時
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
携
行
品
に
は
命
綱
、
呼
び
子
笛
、

懐
中
電
灯
、
非
常
食
、
救
急
薬
も

加
え
て
く
だ
さ
い
。

・
車
や
テ
ン
ト
の
中
で
暖
を
取
る

場
合
は
、
一
酸
化
炭
素
中
毒
と
な

ら
な
い
よ
う
、
換
気
を
十
分
行
い

ま
し
ょ
う
。

村からの
お知らせ

　　広報活動についてのご意見は

企画係までお寄せください。

（電話　75-6212）
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日
常
生
活
圏
域

　
ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
し
ま
す

北
海
道
新
幹
線
開
業

　
み
ん
な
の
絵
手
紙
メ
ッ
セ
ー
ジ　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

募
集
に
つ
い
て

　

道
で
は
、
新
幹
線
で
つ
な
が
る

北
海
道
と
東
北
の
お
互
い
の
地
域

の
魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、
北
海
道
と
東
北
の
魅
力
を
発

信
す
る
「
み
ん
な
の
絵
手
紙
メ
ッ

セ
ー
ジ
」
を
募
集
し
、
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
等
で
作
品
の
公
開
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　

募
集
内
容

テ
ー
マ
・
北
海
道
魅
力
発
信
部
門

　

道
外
の
人
が
「
北
海
道
に
行
き

た
い
！
」
と
感
じ
る
よ
う
な
北
海

道
の
魅
力
を
伝
え
る
「
絵
手
紙
」

　
　
　

・
東
北
魅
力
発
信
部
門　

　

北
海
道
の
人
が
「
東
北
に
行
き

た
い
と
」
感
じ
る
よ
う
な
東
北
の

魅
力
を
伝
え
る
「
絵
手
紙
」

サ
イ
ズ
・
郵
便
は
が
き
ま
た
は
同

じ
サ
イ
ズ
（
15
×
10
㎝
）

　

画
材
・
自
由
で
す
。

　

出
品
点
数
・
一
人
何
点
で
も
ご

応
募
可
能
で
す
。

　

応
募
方
法

　

宛
名
面
に
、
作
品
コ
メ
ン
ト
、

ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
・
名
前
（
本
名
）・

住
所
・
電
話
番
号
を
ご
記
入
の
上
、

〒
０
０
６
―
０
０
５
２　

　

札
幌
市
中
央
区
南
２
条
東
３
丁

目
ノ
ヴ
ァ
ロ
内
北
海
道
新
幹
線

　
　
　
　
　
　
　
　

絵
手
紙　

宛

応
募
締
切
平
成
26
年
１
月
14
日　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

消
印
有
効

　　

	

　　　　

　

後
志
広
域
連
合
で
は
、
65
歳
以

上
の
方
を
対
象
に
介
護
保
険
事
業

計
画
の
策
定
及
び
回
答
い
た
だ
い

た
皆
さ
ん
の
介
護
予
防
に
役
立
て

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
日
常
生
活

圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
に
は
、
調
査
票

を
郵
送
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

お
問
い
合
わ
せ

　

後
志
広
域
連
合
介
護
保
険
課

℡
０
１
３
６
‐
５
５
‐
８
０
１
３

　

島
牧
村
役
場
福
祉
課
福
祉
係

℡
０
１
３
６
‐
７
５
‐
６
０
０
１

年金の窓口

　
国民年金は、年をとったときやいざというときの生活を、現役世代みんなで支えようという考えで作られた仕組

みです。
　具体的には、若いときに公的年金に加入し保険料を納め続けることで、年をとったときや、病気やケガで障害が
残ったとき、家族の働き手が亡くなったときに、年金を受け取ることができる制度です。

　国民年金のポイント
◎将来の大きな支えになります
国民年金は 20 歳から 60 歳までの人が加入し、保険料を納める制度です。

国が責任を持って運営するため、安定していますし、年金の給付は生涯にわたって保障されます。

◎老後のためだけのものではありません

国民年金には、年をとったときの老齢年金のほか障害年金や遺族年金もあります。障害年金は、病気や事故で障害

が残ったときに受け取れます。また遺族年金は、加入者が死亡した場合、その加入者により生計を維持されていた

遺族（「子のある妻」や「子」）が受け取れます。
　
「学生納付特例制度」と「若年者納付猶予制度」
★「学生納付特例制度」
学生の方は一般的に所得がないため、ご本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の納付が猶予される制度

です。

対象となる学生は、学校教育法に規定する大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、専修学校及び各

種学校（修業年限 1 年以上である課程）、一部の海外大学の日本分校に在学する方です。

13
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わが家の

11
月

お殿様
目
め と き

時　結
ゆう

くん
（平成20年11月16日生）

　いつもニコニコ
とってもひょうき
んな結です。
　毎日ウルトラマ
ンや仮面ライダー
になりきって弟と戦
いごっこをして遊ん

でいます。
　我が家のムードメー
カー！！これからも笑顔を
絶やさず人の事を想いやれ
る子に育ってほしいです。

字本目／目時翔・
　みちよさんのお子
さん

島
牧
荒
磯
吟
社

沈し
ず

み
行ゆ

く
淡あ

わ

き
光

ひ
か
り

や
秋あ

き

の
海う

み　
　
　
　
　

北
島　

通
晴

来こ

し
方か

た

の
悲ひ

き喜
語

か
た
り

り
合あ

い
秋あ

き
ふ
か深

し　

  

長
谷
川
み
つ
ゑ　

一い
っ
と
き時

の
安や

す

ら
ぎ
残の

こ

し
小こ

は

る春
か
な　

    　

佐
々
木
草
心

朝あ

さ

や焼
け
の
港

み
な
と

の
宿や

ど

や
旅た

び

の
秋あ

き    　
　
　

白
石　

眞
子

柿か
き

の
荷に

に
礼れ

い

の
電で

ん

わ話
と
沙さ

た汰
も
詫わ

び　

  

渡
辺　

チ
ヱ

秋あ
き
さ
め雨

や
墓は

か

に
染し

み
い
る
経

き
ょ
う

の
声こ

え　

      

木
戸
龍
之
介

荒あ
ら

波な
み

や
岬

み
さ
き

に
砕く

だ

け
て
浪な

み

の
華は

な　

    　
　

白
石　

一
男

10月16日～12月15日

16 日　むらづくり懇談会 ( 元町 )
18 日　むらづくり懇談会 ( 植車 )
19 日　保育所発表会
21 日　むらづくり懇談会 ( 原歌 )
22 日　むらづくり懇談会 ( 江ノ島）
24 日　むらづくり懇談会 ( 豊浜・
　　　　　　　　　　　　　栄磯）
26 日　第 45 回島牧村文化祭
27 日　　　　　〃
28 日　むらづくり懇談会 ( 本目 )
30 日　むらづくり懇談会 ( 歌島 )

1 日　むらづくり懇談会 ( 永豊・
　　　　　　　　　　　　　　泊）

3 日　小学校学芸会
5 日　島牧村功労者表彰式
9 日　ふるさと演芸会

14 日　例月出納検査
17 日　後志少年柔道大会
　　　消防７町村幹部研修会

22 日　産業建設常任委員会
26 日　教育関係三者会議
28 日　総務社会常任委員会

4 日　決算審査特別委員会
12 日　第 4 回村議会定例会
15 日　子宮がん検診

　　　島牧村 PTA 連合会体育大会

（10 月 16 日～ 12 月 15 日掲載申出分・敬称略）
■おしあわせに……………………………………
　25.11.22　村川　雄亮　………………  本目
　　　　　　石川由布子　……………  札幌市
　25.11.25　吉澤　俊輔　………………  千走
　　　　　　浦  　茉耶　…………  黒松内町
　25.12. 1  水上　和紀　………………  元町
　　　　　　高橋　ミナ　……………  札幌市
■おくやみ����������������
	 25.10.21	 藤澤百合子（87 歳）　����　泊
	 25.10.25	 臼杵チヨノ（87 歳）　���　豊浜
	 25.11. 9	 臼杵喜十郎（89 歳）　���　豊浜         
  25,11.14  天満　たい (76 歳）　���　富浦
　25,12. 3　久慈　久野 (86 歳）  ���　栄磯
■人口及び世帯数（25年11月30日現在）����
	 1,676 人	（前月比△ ３人）
	 　男：　821 人	（前月比△ １人）
	 　女：　855 人	（前月比△ ２人）
	 　　　　887 戸	（前月比△ １人）

10
月

運

転

免

許

更新時講習
　寿都町文化センター

一般・違反講習
　1月14日（火）・2月18日(火)
　一　般　者　13：00～14：00
　違　反　者　14：15～16：15

優良・初回講習
　1月17日(金)・2月21日(金)
　優　良　者　13：00～13：30
　初回更新者　14：00～16：00

高齢者講習
（70歳以上・事前予約制）
　※木曜日開講

岩内自動車学校　0135－62－1328
　1月23日・2月27日

5 1 8

11 月 17 日
　少年柔道大会

12
月
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